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 Ｑ３．例会で得る事が出来た事、学べた事、感じた事を自由にお書き下さい。 

 

    

  ①尾ノ上さん、向井さんの話などとても参考になった。共有いただいて感謝です。 

   慣れないズーム例会ですが皆で慣れていきたいですね。運営お疲れ様でした。 

 

  ②各メンバーの取り組みや意見交換が出来て、自分や自社の取り組みが間違って 

   ないと確認できた事が良かったです。 

   またみんなとオンラインですが繋がった事が良かったと思います。 

 

  ③メンバーと画面越しではありますが、近況や、経験談から逆境を乗り越えるための 

   ヒントを得られました。 

 

  ④皆さんと意見交換ができて良かった。プラスに転じてる会社もあり参考になりました。 

 

  ⑤強みをいかして新しいことを考える。 

   仕組みづくりや組織のあり方などを変える機会になった。 

   世の中が大きく変わったり、メンバーの皆様の会社でも変わらざるを得ないことが 

   あるコロナ禍を過ごして、逆に、今まで変えられなかったことも、変えていける 

   のではないかと思います。 

 

  ⑥皆さんの逆境の体験を聞き、自分自身の悩みの小ささに気づけました。 

   このコロナ禍は、みんなで乗り切るチャンスと捉える事ができました。 

   コロナ禍だからできてる事が沢山あることに気づけました。 

 

  ⑦コロナ禍で青研メンバーと会う機会が少ない中、オンラインで繋がる事で、元気を 

   もらいました。 

 

  ⑧他業種の方の状況が聞けてよかったです。 

 

  ⑨皆さんの意見を聞けて励みになりました 

 

  ⑩改めて、振り返ると色々あったなと気付きました 

 

  ⑪それぞれの方々の苦労を聞いて、自分ばかりではないと知りました 
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 Ｑ４．今後の例会で取り上げて欲しいテーマや研修内容があればお書き下さい。 

 

  ①補助金や機械のテーマ、各社や技術の内容等を勉強したいです 

 

  ②コロナ禍の後 

 

  ③コロナ禍で取り組んだ新しいこと、取組、製品、仕事内容などの事例発表 

 

  ④政治経済 

   近代史 

 

  ⑤コロナ禍での人材採用 

 

  ⑥コロナがあけたらチームビルディング 

 

  ⑦みんなで考えて出来る事 

 

 

 

  Ｑ５．その他、例会でのお気づきの点、会へのご意見・ご提案等がございましたら 

     お書き下さい。 

 

  ①例会２時間としたら、ブレイクアウト２回、持ち時間二十分から三十分くらいの方が  

   良いかも。４，５名で１２分だと、誰か喋りすぎるとアウトですし。 

   それでも議論が成り立っていたのはさすが青研の絆でしたね。 

 

  ②ｚｏｏｍ例会を継続し、充実していければ、と思います。 

 

  ③ＯＧですが、参加させていただいて、自社の強みや、自分に、会社に何が出来るかを改めて 

   考える機会をいただき、とても勉強になりました。皆様のお話を聞いてて新たに気づくことも 

   あり、もっと前進していこうと力をいただきました！ありがとうございました‼ 

 

  ④先輩方が参加して頂くと、より会が引き締まり、青研の楽しさを味わえました。 

   ありがとうございました。 

 

  ⑤もう少し参加者が増えれば 
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